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　平成 19 年度金沢大学公開講座 「百万石の城下町―





















































　2006 年 11 月 29 日、 石川県と金沢市は 「城下町金沢
の文化遺産群と文化的景観」 を世界文化遺産に登録す
ることを目指して文化庁に提案した。 これは 2006 年 9 月
に、 地方自治体が世界遺産候補提案することが可能に
なったことを受けてのことである。 第 2 次世界大戦の戦災








術や文化を活かした金箔や茶道、 能楽、 伝統芸能、 雪
釣りの景観も市民に根付き、 金沢の伝統文化と風景はテ





　金沢城には重要文化財の石川門 ・ 三十間長屋、 金沢
城の周辺には重要文化財の尾崎神社、 大乗寺、 有形文
化財の本願寺金沢別院 ・ 天徳院山門 ・ 成巽閣、 名勝の
成巽閣庭園や尾山神社庭園 ・ 西田家庭園、 特別名勝の
兼六園、 文化的景観の長町武家屋敷群、 伝統的建造物
群としての卯辰山山麓寺院群 ・ 寺町寺院群 ・ 小立野寺















は 16 世紀末から墓が作られ、 加賀藩主 ・ 武士 ・ 町人の
墓が６万を超えるほど密集する共同墓地である。 もっとも
高いところに前田家の歴代藩主 ・ 正側室 ・ 子息などの血




　大聖寺、 小松、 高岡、 富山にも江戸時代の史跡が多




















期 17 世紀の城下町の形成であった。 北陸では江戸時代
前期に一斉に前田家の城下町が成立し、 その共通する
基盤のうえに都市文化が花開いた。 その実態を北陸各地
の城下町を比較することによって、 とくに最近の考古学の
発掘調査によって現れた遺跡や遺物を検討しながら、 解
き明かしてみることにも興味を惹かれる。
　江戸時代の城下町の風景は次のようにも言われる。 中
心部の高台に政治の場としての城が置かれ、 それを取り
囲む堀と武家屋敷、 さらにその周辺に城を仰ぎ見る庶民
が住む下町や信仰の場である寺院が防御的に配置され
ていた。 城下町内では産業が盛んで、 今も特色のある伝
統産業として引き継がれている。 領内には各地に農民の
村が点在し、 城下町を中心とする人々の暮らしを支えて
いた。 城下では昼頃に城から歩いて帰宅して、 家族と昼
食をとる侍たち。 午後は生活費を補うために魚釣りや内
職に精出す武士もいた。 じつは武士の生活の内情は火
の車であった。 商売に励む町人たちは豊かな教養と文化
を謳歌していた。 百万石の城下町に住む人々の生活は、
城下町の風景にとけ込み、 今もその面影があちこちに見
られる。
　こうした城下町の風景は、 具体的な考古学の資料によっ
ても証明されるだろうか。 江戸時代初期からこうした風景
は見られたか。 各地の城下町の風景は同じようであった
か。 江戸時代も初期と後期で城下町の風景が違っていた
か。 現代の風景に残る江戸時代の風景は、 いつ頃成立
した風景だったか。 いろいろな疑問を解き明かす講義に、
あるいはさまざまな質問が予想される参加者との対話が楽
しみである。
